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取組事例の紹介
廃棄物削減と地域貢献の取り組み

フジフーズ株式会社
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全員参加 地域社会 自主的

環境経営の取り組み
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93％減

動食物性 残渣の廃棄量が、

横浜工場
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店舗での食品ロス低減に取り組んだ豚焼肉弁当の開発

レタスを部位別に
サンドイッチ、チャーハン、サラダへ使い分け

商品開発

全社的な廃棄物削減への取り組み 全員参加

生産部門

全社的な廃棄物削減への取り組み

2014年～：茨城・笠間市で自社4工場からの廃棄原料を飼料化

全員参加

4工場⇒8工場へ拡大
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全社的な廃棄物削減への取り組み

製造拡大に対する社内の声
自社で飼料を製造することに関して、廃棄物処理
法が適用されるのではないか？

相談後の社内の声
自信を持って推進できる！

専門弁護士の回答
飼料原料として有効活用し、製造方法・
品質管理が安定していれば「廃棄物処理
法」非適用

専門弁護士の回答
循環型社会への貢献として有用な取組と
評価できる

全員参加

横浜工場（取り組み後）

廃棄物処理法

廃棄物

食品残渣 食品循環資源 食品廃棄物等

横浜工場（取り組み前）

飼料安全法

飼料原料
食品残渣 食品循環資源 食品廃棄物等

廃棄物

一般貨物

産廃中間処理

自社内飼料製造

飼料製造

処理フローの変更による削減効果

飼料製造
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飼料増産に伴い、茨城県の環境政策課・畜産課を訪問
騒音・臭いへの配慮説明や飼料販売先の紹介を依頼
課題を共有し、相互理解を深めた

行政との連携による地域課題の解決

茨城県関係機関との協力

地域特産品の未利用資源活用

写真提供：㈱鹿吉

地域社会

飼料製造に干しいも残渣活用

輸入トウモロコシ高騰で養豚農家に負担が発生
干しいもの残渣（未利用資源）処理に生産農家が苦慮
特産品の「干しいも」製造で発生する残渣を有効活用する企業を支援

田口畜産様の声
干しいも未利用資源の自家回
収、自家給与の負担
価格交渉の課題を把握

地域連携による課題の解決 地域社会
養豚農家へのヒアリング
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干しいも生産者様との連携

干しいもの生産者様へヒアリングを実施。

干しいも未利用資源の処理に苦慮していることを確認

未利用資源は1日1㌧程度発生、

決定的な処理方法を持っていない

地域社会地域連携による課題の解決

写真提供：㈱鹿吉

2023年11月より干しいも未利用資源
を生産者から買い取り、芋入り液体
飼料の試験製造を開始

地域社会地域連携による課題の解決

養豚農家様と試験給与を開始
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フジフーズ各工場

笠間リサイクルセンター食品循環資源(飼料原料）

干しいも残渣 (飼料原料）

近隣の干しいも生産者様

芋入り液体飼料

地域連携による課題の解決 地域社会

さつま芋でんぷんの加熱による粘度増
↓
生産性低下

該当する補助金の紹介
↓
補助金申請

2025年2月には設備を増強
↓
生産性改善

自主的技術的課題への挑戦
芋の粘性による配管つまり

行政への相談

補助金による設備増強
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茨城県ホームページより

蒸しいも未利用資源の腐敗
↓
原料の翌日使い切り運用

技術的課題への挑戦
干しいも未利用資源の保存性向上

課題解決する装置を共同開発
2024年11月 株式会社JET様と保存性向上装置の共同開発契約を締結
余談ですが、フジフーズは商品開発において製造工程の見直しやおいしさを追求した

新しい調理機器の共同開発も得意とし、連続炭火焼き機やIHチャーハン炒め機などを

メーカーと共同開発し製造現場にイノベーションを起こしています。

実証実験による飼料価値最大化

2025年2月 同装置を使って、その他の飼料原料、おから、卵の殻、葉物野菜などの
飼料価値を最大化の取り組みを開始。

自主的
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実証実験による飼料価値最大化

腐敗しやすい干しいも
未利用資源

滅菌減容乾燥による
保存性向上

混ざりやすくする
粉砕処理

自主的

干しいも残渣以外の飼料原料の価値向上 地域社会

茨城県畜産センター
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18% エコアクション21導入前（2018年比）で全社廃棄物量18％減

93% 横浜工場では動植物性残渣の発生量が前年比93％

30% テスト給与による輸入飼料の給与量30％削減に貢献

取り組みの成果

1

地域全体での廃棄物削減

フジフーズだけでなく地域全体で

2

同業他社との連携

コンビニサプライチェーン企業間の協力3

実証実験の拡大

食残の協同活用システム構築

4

循環型社会ビジネスモデル

経済と環境の両立を実現

。

将来に向けた循環型ビジネスモデルの展望
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ご清聴ありがとうございました


